“Sick Man of Asia” in Fist of Fury : the Modern Transition of China’s Self-Image and the Relationship with Japan by 坂本, 秀幸 & SAKAMOTO, Hideyuki
千葉大学大学院人文公共学府 研究プロジェクト報告書 第 338集 pp.18-27 2019年 
『東アジア「近世」比較社会史研究 その２』 
 
18 
 
「東亜病夫」と近代日中関係 －映画『精武門』を起点として－ 
 坂本 秀幸 
 
はじめに 
 「東亜病夫」は、厳復、康有為ら清末の知識人たちが、西洋から中国が「病夫」と見ら
れていることを紹介し、政治改革の必要性を訴えたのをきっかけに、20世紀初頭の中国で、
民族的な奮起を呼びかける為に広く用いられるようになった言葉として知られている1。
1972年に公開された李小龍（ブルース・リー）主演の香港映画『ドラゴン怒りの鉄拳（原
題：精武門）』の舞台となっているのは清末の上海であり、劇中にはおいて主人公陳真が、
「貴様らに告ぐ！中国人は東亜病夫ではない！」と宣言するシーンは有名2だが、そこで「東
亜病夫」という言葉の送り手は、西洋人ではなく日本人が担っている。 
『精武門』
は現在にお
いては、古
典とも言え
る作品であ
る。李小龍
以降、成龍（ジャッキー・チェン）、李連杰（ジェット・リー）、甄子丹（ドニー・イェン）
等、中華圏で新しいアクションスターが生まれるたびに、彼らを主演に据えた『精武』と
いう言葉を冠した続編やリメイク映画が制作され、また陳真を主人公とするテレビドラマ
は、香港でも中国大陸でも繰り返し制作されてきた。『精武門』をオリジナルとする陳真の
物語は、中華圏で共有される文化資産の一つである。 
 オリジナルとなった李小龍版『精武門』のストーリーは、 
 清朝最末期の上海イギリス租界、純白の詰襟に身を包んだ主人公陳真が、久しぶりに出
身道場である精武館に戻ってみると、師匠の霍元甲が亡くなったばかりで、埋葬式の真っ
最中である。壮健であった師匠の死を受け入れられない陳真は、師匠の棺にすがって取り
乱す。霍元甲の埋葬を終えた精武館一同の前に、日本人の武術道場である虹口道場の一団
が額装された「東亜病夫」の書を手に現れ、散々に霍元甲と中国人を愚弄して去って行く。
隠忍自重という師匠の教えを墨守する一同の中、陳真は単身、贈られた「東亜病夫」の額
を手に虹口道場に乗り込み、その場の日本人全員を打ちのめし、「中国人は東亜病夫ではな
い！」と宣言する。陳真のこの行動は、虹口道場が日本領事や租界警察を巻き込み、租界
内での精武館の立場を悪化させるきっかけとなってしまう。精武館の一同に、事態が沈静
化するまで租界から離れるよう説得される陳真だが、騒動の中で、師匠の死が虹口道場の
手による毒殺だと知った陳真は、精武館から姿を消し、師匠の毒殺に関わった日本人を一
人、また一人と殺害し、その骸を上海市中の電柱に晒して行く。そして、電話技師に変装
し虹口道場に潜入した陳真は、用心棒のロシア人武術家と、師匠の仇である道場主を討ち
果たす。全てを終えた陳真が密かに精武館に戻ってみると、銃砲隊を引き連れた租界警察
                                                   
1 近代中国における「東亜病夫」の意義を研究した楊瑞松は、「想像民族恥辱：近代中国思想文化史上的
“東亜病夫”」（国立政治大学歴史学報 2005年 23期）の中で、「東亜病夫」の由来を、ロンドンの新聞に
掲載された記事を、上海の『字林西報』が転載し、さらに、1896年 11月、『時務報』が翻訳転載した「中
国実情」という記事の中の、「夫中国―東方之病夫也」という一文としている。 
2 楊瑞松は、前出の論文の中で、中国人に「東亜病夫」という言葉が良く知られている例として、鄧小平
の談話、北京オリンピックの『従「東亜病夫」到体育強国』という標題にならんで、映画『精武門』での
用例を挙げている。 
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が、日本人殺害の容疑者である陳真の身柄の引渡しを強硬に迫っている最中であり、陳真
は精武館と仲間を守るため、名乗りをあげ逮捕を承諾する。精武館を出ようと歩み出した
陳真だが、込み上げてくる怒りを抑えることが出来ず、銃砲隊に向かって蹴り込んで行く、
そして精武館は銃声の轟音に包まれるのだった― 
 という、中国人を「東亜病夫」と侮辱する日本人の姿を強調し、仇役とした民族主義的
色彩の濃いものである。 
 主人公である陳真と、仇討ちという物語こそ架空のものであるが、陳真の師匠である霍
元甲は 1910年に亡くなった実在の人物であり、また、『精武』を略称とし霍元甲を創始者
の一人とする精武体操学校（後に精武体育会と改称）は、現在でも上海に本部を置き、上
海精武体育総会として活動を継続している民間の武術団体である。霍元甲の没後 10 年、
既に 1920年代には、霍元甲を主人公とする小説3は流布しており、中国人を愚弄する外国
人武術家に幾度となく勝利してきた愛国の武術家霍元甲が、日本人に毒殺されるというス
トーリーは、映画『精武門』の前提となっている。 
 1978年以前の中国映画においては、凶暴で残虐な侵略者としての日本人像はふつうのこ
とであったという指摘4に基づけば、1972 年に公開された『精武門』において、日本人が
「東亜病夫」という侮蔑語の送り主として登場することは当然のようにも思われる。しか
し、西洋人が発信した「東亜病夫」という言葉が、なぜ、日本人から発せられる言葉とし
て描かれるようになったのか。それは、日中戦争の記憶だけに還元で
きるものなのだろうか。 
この小論では、『精武門』に先行した霍元甲の小説化の過程、そして
香港功夫映画の歴史を踏まえ、『精武門』において西洋人に代わって日
本人が「東亜病夫」の送り手となったプロセスを明らかにし、あわせ
て『精武門』以降の続編・リメイク映像作品の中における「東亜病夫」
の変化の背景にあった中国人のセルフイメージの変容についても考察
する。 
 
１．霍元甲の虚像と実像 
霍元甲は清末、西洋からやって来た数々の武術家を打ち倒すことで中国人の愛国心を鼓
舞し、精武体操学校を創設した人物として知られ、中国の体育学上では、霍元甲と精武体
育会が中国武術の近代化に果たした役割は、学術的な視点から論じられているテーマであ
る5。それらの先行研究によれば、清末の上海にやってきた西洋力士の奥皮音が、中国人を
愚弄し、それに発奮した上海の陳其美6をはじめとする愛国人士達が、天津の高名な武術家
霍元甲を招聘し、奥皮音との対戦を準備したこと、約束の当日、怖気づいた奥皮音は現れ
ず、この不戦勝を契機にして霍元甲の愛国の志を知った招聘者達と霍元甲によって精武体
操学校が設立されたことが説明される。上海発行の申報紙上でも、当時の霍元甲と英国人
                                                   
3 韓倚松「為《近代侠義英雄伝》中霍元甲之事追根」（蘇州教育学院学報 2012年第 1期）によれば、も
っとも古いものは、1913年 8月出版の丕文『記霍元甲逸事』であるが、その後の文学・映像作品におけ
る霍元甲像を完成させたのは、1923年 6月に出版された平江不肖生『近代侠義英雄伝』である。 
4 園田茂人編『日中関係史 1972－2012 Ⅲ 社会・文化』（2012年東京大学出版会） 玉腰辰巳「第
四章 歓迎、中野良子！（一九八四年）」145頁 
5 韓錫曽「精武体育会創始人考弁」（浙江体育科学 1995年第二期）、毛国富「霍元甲的精武精神及其対現
代武術的啓示」（広東教育学院学報 2006年第四期）、王占奇「早期精武体育会武術伝播尋繹」（山東体育
学院学報 2012年第一期）等 
6 陳其美…中国同盟会会員、1911年 10月の武昌起義に呼応し、上海で革命を成功させ、滬（上海の略称）
軍都督に就任した。 
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力士との試合の広告7を確認することができ、霍元甲が外国人武術家と対戦してきたことが
窺われるかのようである。 
 しかしながら、これらの対戦は武術上の側面から理解すべきではなかったようである。
黎俊忻「従武師到民族英雄」（文化遺産 2015年第 5期）によれば、当時の上海では、見世
物として中国内外の武術家を連れてきての興行や、外国人武術家と中国人武術家の対戦を
予告し、その当日、理由をつけてその勝負が実施されないという筋書きの興行までもが頻
繁に行われ、霍元甲もその手の「興行」に関わる武術家の一人に過ぎなかったことが論証
されている。一方、興行という視点が排除された、愛国の武術家としての霍元甲像の造形
は、その後、精武体育会の組織固めを行った農勁蓀という人物と霍元甲との深い交流によ
り、農勁蓀による精武体操学校創始者としての霍元甲のイメージ操作をきっかけにはじま
ったと指摘している。 
 霍元甲の物語化については、韓倚松「為《近代侠義英雄伝》中霍元甲之事追根」（蘇州教
育学院学報 2012 年第 1 期）に詳しくその変遷の過程が論じられている。最初期の 1913
年 8月に出版された《記霍元甲逸事》において、既に柔術家を打ち負かし、柔術家の同国
人の医師に勧められた薬を服用し、霍元甲が死亡したという内容になっている。1916年に
出版された《大力士霍元甲伝》では、柔術家、同国人という婉曲表現ではなく、日本とい
う国名があらわになり、毒を盛った医師の名前も秋野と固有名が与えられ、以降の霍元甲
を主人公とする小説では当該設定が維持されていく。  
物語化の当初から、日本人が悪役に選ばれた背景には、1908年に起きた第二辰丸事件8を
契機に、「国恥記念会」が組織され、日本製品ボイコット運動等が起こり、日本との関わり
の中で「国恥」という概念が清末に定着していたという背景があるように思われる。そし
て、1915年には「対華二十一カ条の要求」を契機に、さらに日本を対象とした「国恥」概
念は強固になり、《大力士霍元甲伝》上における、悪役としての日本人描写が具体的表現と
してなされるに至ったと考えられる。 
 
２．「東亜病夫」の送り主 
 近代中国における「東亜病夫」の意義を研究した楊瑞松は、従来「病夫」は西洋人の中
国観ととらえられてきたが、実際は、西洋メディアにおける「病夫」は、中国に限らず、
衰退状態に陥り、何らかの治療が必要になった国家に向けたイロニーであり、「東亜病夫」
はむしろ中国人のセルフイメージであったと論じている9。 
高嶋航は、楊瑞松の説が証明されるためには、西洋人に中国人に対する病夫観がなかっ
たことが前提になると、全面的な同意には至らないまでも、中国人自身に病夫がスポーツ
や体育と結び付けて理解される直接の契機となったのは、雑誌「新青年」1916 年 2 巻 1
号における陳独秀の「人は我々を東方病夫の国と名づける。我らの少年青年で病夫の列に
いないものはほとんどいない」という一文であると指摘している10。 
 精武体育会の創設者とされる霍元甲の物語化においても、このような体育、スポーツと
いった身体観と結びついた「病夫」イメージが反映され、楊瑞松は論文の中で、1923年 6
月に出版された《近代侠義英雄伝》における霍元甲の対戦相手であるロシア人武術家の以
                                                   
7 1910年 4月 16日の第一面広告 
8 武器密輸の疑いで日本籍商船第二辰丸を清朝側が拿捕したことに、日本政府が強硬に抗議、最終的に、
清朝側が第二辰丸を釈放した事件。 
9 楊瑞松「想像民族恥辱：近代中国思想文化史上的“東亜病夫”」（国立政治大学歴史学報 2005年 23期） 
10 高嶋航「「東亜病夫」とスポーツ」（近代東アジアにおける翻訳概念の展開 京都大学人文科学研究所
2013年 1月） 
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下のセリフを紹介している。 
「俺がロシアにいた頃、中国は東方病夫の国で、中国の国中みんな病人と一緒で、体育
に興味がないと聞いてきた。その時は信じやしなかったが、欧米を巡ると大抵そう言って
るんだ。中国に来てみて、よくよく社会の情勢を観察してみたら、俺が聞かされたきたこ
とが確かにウソじゃないってわかったよ」 
『精武門』において、「東亜病夫」の額を持ち込んでくる日本人を見ると、精武館の一同
に比べて、背は低く体格も痩せており、映画前半の山場である「東亜病夫」の額を携えた
陳真が虹口道場の一同を一人で叩きのめす場面で、陳真と最後に勝負する虹口道場の師範
は、度のきつい眼鏡をかけている。劇中の「東亜病夫」は、武術家同士の間で交わされて
いるが、ロシア人の「病夫」の用例がはっきり身体観に結びついているのと異なり、ここ
では、楊瑞松の指摘する中国人のセルフイメージだと思われる。 
 ここからわかるのは、1920年代までに、数々の外国人との勝負に勝利してきた愛国の武
術家霍元甲が、日本人によって毒殺されるという物語は完成していたが、その段階では『東
亜病夫』（ここでは「東方病夫」）を中国人に発したのは西洋人であり、また、そこでの『東
亜病夫』は身体観に結びついていたという事実である。霍元甲物語の完成から、1972年『精
武門』の成立の間で、何を経緯として、『東亜病夫』の発信者は、ロシア人から日本人に変
化し、また身体観から離れたのであろうか。 
 
３．香港功夫映画の誕生 
叶奕翔「論電影中的民族主義叙事」（湖南科技大学学報 2013年第二期）によれば、1930
年から 1960 年代の香港映画には武侠ものはあっても、そこに民族主義的傾向はなく、ア
クションの内容が日本映画の影響を受けたチャンバラから功夫に代わり、外国人を討つ民
族主義的色彩の強い作品が作られるようになったのは 1970 年代である。その嚆矢となっ
たのは 1970 年に公開された『吼えろ！ドラゴン 起て！ジャガー』（原題：龍虎闘）であ
る。 
 そのストーリーを簡単に説明すると、 
中国武術の道場である忠義武館に、破門され日本に渡り空手道を修めた弟子が舞い戻り、
道場破りを挑んでくるが、一旦は師匠に退けられる。師匠は弟子たちに、自分たちの拳法
は国技であり、空手道は中国拳法が日本に伝わり、攻撃力を特化発展させた恐ろしい武術
ではあるが、中国拳法の鉄沙拳、軽切の秘術をもってすればどんな空手使いが現れても打
ち破ることができると弟子たちを諭す。敗れた破門者は日本人空手使いを伴って現れ、師
匠や弟子たちを皆殺しにし、ただ一人、主人公だけが半死半生で生き残る。破門者と日本
人は、忠義武館を賭博場に改装し、中国人から悪辣に金を吸い上げる。体の癒えた主人公
は、鉄沙拳、軽切の技を苦難の末に習得し、激闘を経て、ついに師匠と同門の仇を討つの
だった― 
 というものである。「非業の死をとげた愛国の武術家霍元甲」の既存の物語上に、陳真と
いう架空の人物を造形し、師匠の仇討ちを果たさせるという『精武門』のストーリーが、
『龍虎闘』に影響を受けていることが読み取れる。陳真は、白い詰襟姿で登場するが、清
末にあって、白い詰襟といえば日本の軍事学校への留学者をにおわせる描写で、そこにも、
物語の発端をつくるのは、日本で何かを身につけ戻ってきた人物に振り分けるという共通
したプロットを見出せる。 
 功夫映画の第一作目において、当初から日本人が悪役に選ばれているのは、香港の当時
の社会情勢が大きく関わっていると思われる。 
 1968年、尖閣諸島周辺に石油が埋蔵されている可能性が指摘されると、尖閣諸島周辺で
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領土問題が取りざたされるようになる。1970年には、当該海域で操業中の台湾漁船を琉球
政府が排除する事件が起こり、「保釣（保衛釣魚台の略、釣魚台は尖閣諸島の台湾側の名称）
運動」と呼ばれる日本を対象とする民族主義的な運動が始まった。『龍虎闘』において、忠
義武館が賭博場に改装されるという点は、香港、澳門の産業構造を通した植民地化への潜
在的不満が反映していると思われるが、本作において、その西洋人が行った「悪行」を顕
在化させるのは、日本人へと転嫁されている。 
香港の保釣運動は、1971年、学生デモ運動にまで発展し、香港政庁は対日関係への配慮
から、それらの運動を制限したが、その香港政庁の態度は、『精武門』の舞台がイギリス租
界に設定され、日本領事の手先となって陳真を追い詰めるイギリス租界警察の中国人警察
と二重写しになって現れている。劇中では、インド人守衛の守る『犬、中国人、入るべか
らず』という公園で、陳真が怒りを爆発させるシーンも描かれるが、そこで、陳真を愚弄
した挙句に散々に打ちのめされるのは、租界の主人であるイギリス人ではなく、「僕の犬に
なれば入門できるぞ」と陳真を挑発した日本人である。 
香港功夫映画の第一作目に表れた、西洋人が行った悪行の日本人への転嫁が、霍元甲の
物語化の段階では、「東亜病夫」の送り手であったロシア人を、用心棒にまでその役割を後
退させ、「東亜病夫」の発信者を日本人に担わせることになったきっかけであったこと、同
時に「東亜病夫」も身体観から離れ、『他民族から侮辱を受けている』という民族的な奮起
をよびかけるセルフイメージと結びついたことが想定される。 
 
４．好転した日中関係による変化 
 オリジナル『精武門』の公開から 4 年後の 1976 年、成龍を主演に迎えた『新精武門』
が公開される。これは、『精武門』の陳真の婚約者（『精武門』と同じ女優が演じる）が台
湾に渡り、そこで成龍演じる主人公と出会い、精武門の復興を目指すというオリジナルの
続編であった。ここでも台湾を支配していた日本人によって主人公は悲劇的な最期を迎え
るという内容で、舞台を台湾に移しただけのオリジナルの焼き直しとも言えるような作品
である。 
 しかし、先に述べたとおり、精武体育会は現在でも上海に存在する民間の武術団体で、
現実には霍元甲の死後にこそ隆盛をむかえ、1928年には国内分会 20余、南洋を中心に国
外分会 20余を数え会員数は 40万人を超える、民国中期の中国においては最大の民間武術
団体であった11。それが、なぜ、一連の『精武門』作品においては、霍元甲、陳真の死後、
精武館が滅んだ前提で作劇がなされるのかについては、考察しておく必要がある。 
 上海精武体育総会の公式情報12によれば、精武体育会は、上海が日本軍によって占領さ
れると、日本軍による破壊活動を受け、日中戦争中には活動の停止を余儀なくされた。ま
た、オリジナル『精武門』が作成された 1972 年当時の中国本土は文化大革命が継続して
おり、その期間もまた、精武体育会は活動停止中であった。これらのことから、精武体育
会の民国期の隆盛を知っている観客からも、日中戦争の記憶と、悪役である日本人の所業
を重ね合わせた、精武館の崩壊というフィクションは違和感なく受け入れられたと考えら
れる。そして、精武館の崩壊は、以降の精武映画に継承される設定となった。 
 成龍の『新精武門』と李連杰の『精武英雄』（1994 年公開）の間に、香港でテレビドラ
マ『陳真』（1981 年）が制作されるが、ここで、後の精武ものに重大な影響を与える新設
定が現れる。このテレビドラマのストーリーは、日本人に毒殺された師匠霍元甲の忘れ形
                                                   
11 張銀行、李吉遠「使命与揚武：精武体育会与武術近現代化研究」（山東体育学院学報 2010年 12月） 
12 http://www.chinwoo.org.cn/page/section/2 
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見と供に、「生きていた陳真」が北京に逃れ、精武館の復興を目指すというものであった。
陳真を殺すに忍びなかった上海市長が、銃砲隊に空砲を撃たせることで、陳真の死を偽装
するという「生きていた陳真」の登場は、以降、『精武門』のリメイクだけでなく、続編の
制作をも可能にする新設定であった。 
1976 年の文革の終了、1978 年、鄧小平による改革開放路線、同年の日中平和友好条約
の締結以降良好な日中関係が続き、1980年代後半からは、歴史教科諸問題や、靖国神社参
拝問題など、両国の民族主義に関わる問題が度々発生したものの、日中戦争と日本人に関
して中国政府の公式見解は、日本人ではなく、日本軍が悪かったというもので有り続けた。
1972 年公開の『精武門』に登場する日本人は全員が悪人であったが、1994 年公開のリメ
イク作品『精武英雄』では、日中関係の変化を受け、劇中に「良い日本人」が登場するよ
うになる。それを象徴するのかのように、本作では、陳真の死を偽装する役割は、日本領
事が担うことになった。 
 
5．中国人描写の変化 
『精武英雄』では、「良い日本人」の登場の他にも、様々なストーリーの改変が見られる。
オリジナルでは暗示されるに留まった主人公陳真の日本留学という履歴は、物語当初で、
明白に京都大学工学部に留学中と示される。オリジナルでも、陳真は電話技師に扮し、電
信柱に悪人を吊るすなど、清末の中国にもたらされた新技術である電話との親和性が示さ
れたが、本作では、工学を学び帰国後は電話会社で働くという設定が見られ、日本で新技
術を身につけた人物であることが明示される。 
ファーストシーンは、京都大学で、軍国主義・天皇主義に反対して「人民は軍隊のもの
ではない、天皇のものではない」と演説する日本人学生が、右翼組織黒龍会13配下の空手
家集団に蹴散らされる場面である。彼らは清国からの留学生が京都大学で学んでいること
を知り、中国人を排斥しようと授業に乱入したところを、武術の達人である陳真に撃退さ
れる。そこへ、黒龍会の武術師範である船越（黒龍会が陸軍の下請け組織になったことを
嘆く「良い日本人」である）が騒ぎを収めるために現れる。陳真は、船越から霍元甲が日
本人との勝負に敗れ、死亡したと知らされ、師匠の死が信じられずに、帰国を決意する。 
 帰国後、陳真は試合中に師匠を殺害するに到った日本人武術家に勝負を挑み、圧勝し師
匠の死が武術上の勝負ではないことを確信する。 
 オリジナルで、取り乱して棺にすがる陳真の姿は、このリメイクでは、精武館の面々の
反対をよそに、棺を暴き、西洋人医師の指導で検死をし、肝臓を調査した結果、毒殺だと
判明させる姿に改変されている。日本と中国という対立構造だけでなく、伝統に囚われる
精武館の面々と、科学的思考を身につけた陳真という、「古い中国人」、「新しい中国人」と
いう対比構造を読み取ることができよう。 
 一方、陳真に破れたことで、自分の実力で霍元甲を下したわけではないことを悟った日
本人武術家は、自尊心から、事実上、道場を仕切る陸軍軍人（彼自身がロボットと綽名さ
れる強靭な肉体を持った武術家で、霍元甲の毒殺を命じた本作の仇役である）に真相を迫
り、「日本人が中国人に負けるわけにはいかないのだ！」と毒殺の真相を聞かされた上に、
「弱いものは必要ない」と惨殺される。ここに日本側にも、「良い日本人」、「悪い日本人（＝
日本軍）」という対比構造が持ち込まれていると考えられる。日本人武術家の惨殺は、陳真
の仕業と偽装され、陳真は殺人事件の被告として租界裁判所で裁かれるが、中国人の証言
                                                   
13 劇中、創設者として頭山満の名前が語られもするが、現実の黒龍会から名称を流用したフィクション
である。 
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は裁判で採用されない。窮地に陥った陳真を外国人の証言者として救うのは、陳真の危機
を知って日本からやって来た、京都大学の同級生で陳真の恋人である山田光子であった。 
 本作では、陳真と山田光子の恋愛を描写することにより、「悪い日本人」による中国人差
別と同様、「古い中国人」による日本人差別も描く。このことは精武館の新館長である霍元
甲の息子が、遊郭に入り浸った挙句、お気に入りの遊女を妻として精武館に迎え入れる一
方、日本人の山田光子と一緒になるなら精武館から出ていけと、陳真に迫る精武館の面々
の態度によって明らかである。 
 日本領事と黒龍会武術師範の船越は、「良い日本人」の典型として、日本軍の中国進攻を
無謀なものとして嘆いており、船越に至っては、亡くなった霍元甲に代わって、陳真に武
術の真意が人を倒すことにあるのではなく、自己鍛錬にあると薫陶を与える。 
 オリジナルでは、「東亜病夫」の額は物語の冒頭、日本人により霍元甲と中国人を愚弄す
るために精武館に持ちこまれているが、本作では、最後の勝負を挑む陳真を道場で待つ日
本陸軍軍人が携えているという設定に変化している。投げつけられ、投げ返されるという
積極性をもっていたものが、ここでは、その物語中における用法が消極化しているが、こ
こに、中国人のセルフイメージにおける「東亜病夫」の矮小化を見てとることも可能であ
ろう。また、オリジナル『精武門』の日本人は全て悪人であったことを考えれば、「東亜病
夫」の送り手が、ロシア人、日本人、そしてより具体的な「悪い日本人（＝日本軍人）」と
変化したことが読み取れる。 
 
6．「東亜病夫」からの解放 
 1994 年公開の『精武英雄』は、「良い日本人」である日本領事のはからいで、陳真の死
は偽装され、陳真は満州へ旅立つという結末が用意されているが、2010年に公開された『精
武風雲』は、「生きていた陳真」のその後を描く作品である。今作で陳真は、第一次世界大
戦フランス戦線から上海に戻ってきた帰還軍夫という設定で、戦死した友人の名前を借り
て生きている。 
 上海は、日本軍の陰謀、中国人の秘密抗日組織の策謀地となっており、物語は多くの外
国人が出入りする高級キャバレー「カサブランカ」を舞台に進行する。陳真は「カサブラ
ンカ」のオーナーに胆力を買われ、共同経営者となって、抗日活動のための情報収集を行
っている。『精武英雄』でロミオとジュリエットのように描かれた陳真と日本人女性の恋愛
は、正体は中国人になりすました日本陸軍特務機関女性将校である「カサブランカ」の歌
姫キキと、偽名を名乗って生きる陳真という虚像の中で生きる者同士のつかの間の恋愛へ
と変質をとげている14。 
 『精武英雄』では、「良い日本人」と「悪い日本人」という対照的な人物設定がなされて
いたが、本作では、たった一人、陳真と恋をする日本人女性将校が任務と良心の板ばさみ
に苦しむ姿にのみ、「良い日本人」の側面が示され、その他の日本人は全て「悪い日本人」
である。 
 本作における精武館は、仮の姿で生きる陳真が、自己確認の為に訪れる廃墟として描か
れ、精武館に代わって抗日秘密組織が陳真の所属組織となっている。圧倒的な軍事力をも
って、租借地で我が物顔に振舞う日本軍は一見、優位に見える。しかしながら、日本の本
部から大量の上海愛国人士の暗殺を命じられた上海の日本軍は、その命令の困難さゆえに、
故意に抗日秘密組織に暗殺名簿を流し、抗日秘密組織の手によってその半数を逃亡させる
                                                   
14 店名である「カサブランカ」をはじめ、1942年公開のアメリカ映画「カサブランカ」へのオマージュ
が随所にみられる。 
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ことで、命令の軽減化をはかるなど、日中の力関係は従来の精武ものと異なり拮抗してい
る。 
 本作の独自性は、「東亜病夫」の扱いに明確に現れる。正体を現したキキによって逮捕さ
れた陳真は、厳しい拷問を受け、上海日本陸軍司令官から、自分こそ霍元甲を殺し、陳真
に復讐された虹口道場の道場主の息子であるという告白を受ける。「東亜病夫」の額は、陳
真が師匠の仇を討つ回想シーン15にのみ登場する（セリフとしては、拷問で人事不省に陥
った陳真がうわごとのように「中国人は東亜病夫ではない」と繰り返す）。「東亜病夫」は
陳真の過去の回想中にのみ、晴らされた侮辱として登場し、本作の「悪い日本人」には中
国人を「東亜病夫」と侮蔑する行動が見られない。 
つまり、本作は、陳真の復讐劇であったオリジナルが反転し、「悪い日本人」の復讐劇と
いう構造になっている。「東亜病夫」という言葉を発するのは、中国人である陳真で、それ
は「中国人は東亜病夫ではない」と否定形になって「悪い日本人」に向けられる。日本軍
が、抗日秘密組織の中国人を惨殺し、上海租界の電柱にさらすシーンが描かれるが、これ
はオリジナルで描かれていた日本人の遺体を電柱にさらしていたことへの意趣返しであろ
う。 
 また、『精武門』『精武英雄』では、中国人として、毎回、民族的良心に煩悶する存在を
背負わされてきた租借地警察官が、抗日デモ活動の騒乱で逮捕された中国人学生の釈放を、
イギリス人責任者に啖呵を切って勝ち取り、以降、秘密抗日活動に加担しており、立場を
越えて民族的煩悶から解放されるという大きな変化を迎えている。 
 この頃、小泉首相の靖国神社参拝、「新しい歴史教科書を作る会」の教科書が教科書検定
に合格したこと等を受け、各地で反日デモが起こるなど、双方でナショナリズムの色彩を
帯びた日中間の対立があり、本作から、悪化した日中関係を受け、後退した中国人の日本
に対する民族主義感情を読み取ることは可能であろう。しかし、その一方で、拮抗する日
中勢力、租借地警察官の立場の変化、晴らされた侮蔑としての「東亜病夫」という点に、
以前の作品には見られなかった、国際関係おける中国人としての自信、好転した中国人の
セルフイメージを読み取ることもまた可能だと思われる。 
 ちなみに、物語の冒頭、カサブランカで日本人の客から、店の雰囲気になじまない日本
の歌を歌うことを強制されたキキの苦境を、陳真は、日本の歌のメロディーをピアノで引
き取り、革命歌「インターナショナル」に転調させることで救う。また、物語の後半、租
借地警官と供に日本軍上海基地の爆破に潜入する抗日秘密組織が着ている軍服は、人民解
放軍の前身組織である新四軍の軍服と同じ淡青色であり、主人公の陳真が、愛国のヒーロ
ーから、共産主義のヒーローに変質していることも本作の特徴の一つとして指摘できる。 
 
6．おわりに 
 以上、1972年に公開された『精武門』において「東亜病夫」の送り手として日本人が描
かれるのは、日中戦争の記憶にのみ原因があるのではなく、 
一、『精武門』の下敷きになった霍元甲の物語において、20 世紀初頭の対日感情を背景
に、既に日本人は霍元甲を毒殺する役割を担っていた。中国人に対する侮蔑の言葉として、
「東方病夫」が既に使用されていたが、その発信者はロシア人であった。二、香港功夫映
画の第一作目『龍虎闘』が、1970年に起こった「保釣運動」を背景に、国外勢力の中国に
対する悪行を、日本人に転嫁する先鞭をつけた。その影響から、ロシア人に代わり「東亜
                                                   
15 この回相シーンで、陳真に討たれる「東亜病夫」の額を持った「悪い日本人」は、『精武英雄』では「良
い日本人」の典型である船越を演じたのと同じ倉田保昭である。キャスティングを通じて、『精武英雄』
の日本人観が否定されているように思われる。 
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病夫」の発信者の役割を日本人が担った。 
という日中戦争だけでなく、近代以降の日中関係が影響を及ぼした結果であることを述
べた。また、『精武門』に続く映像作品においては、「東亜病夫」の発信者が、日本人から
「悪い日本人（＝日本軍）」へ変化し、さらには、中国人のセルフイメージから「東亜病夫」
が既に消失しつつあることも述べた。 
 筆者は 2014年から二年間ほど、中国に滞在し、その折に王羽（『龍虎闘』に主演したブ
ルース・リー以前の香港アクション映画のスター）、李小龍、成龍、李連杰、甄子丹に続い
て、呉京という新進のアクションスターが人気を集めているのを目にした。すでに、愛国
のヒーローから、共産主義のヒーローに進化した陳真は、この先、呉京が演じる時、どの
ような進化を見せるのか、中国映画界を注視してきた。昨年、その呉京が主演したアクシ
ョン映画『戦狼２』が中国で歴代一位の興行収入 56 億元（約 914 億円）を記録するヒッ
トとなり、日本でも公開されたが、その内容は、中国資本で建造されたアフリカの工場が
テロリストに襲われ、テロリストと元戦狼（中国人民解放軍特殊部隊）の主人公が死闘を
繰り広げ、中国人だけでなく、そこで働く外国人を人民解放軍が救い出すという物語であ
った16。 
『精武風雲』は上海に川島芳子が降り立って、「良い日本人」の好意に頼ることなく、中
国人自身の力で「悪い日本人」に打ち勝ち生き残った陳真との戦いの始まりを匂わせるラ
ストシーンで幕を閉じたが、今も続編制作の情報を得るに至っていない。甄子丹は李小龍
の師匠である実在の武術家葉問という人物を描いた『葉問』（2008 年公開）という功夫映
画シリーズの主演も務めている。第一作目こそ、戦中下の香港で主人公が、悪辣な日本軍
軍人武術家に困難な状況で打ち勝つというストーリーであったが、続く第二作目『葉問２』
（2010年公開）での対戦相手はイギリス人、第三作目『葉問３』（2015年公開）ではつい
に、最後の対戦相手として外国人は選ばれず、中国人同士の勝負が描かれ、二作目、三作
目に日本人は登場すらしなかった。既に、香港功夫映画の最初期作品に描かれていた「東
亜病夫」の影は皆無で、民族主義高揚の対象として日本人は意識されなくなっているよう
である。 
 最後に、中国近代史における孫文の影響という筆者の研究テーマと本論の関係性につい
て述べる。1916年 11月、孫文は精武体育会の技撃運動会で、技撃術は中国国粋であると
述べ、伝統武術の意義を強調する演説を行った。1918 年 10 月から 1919 年 2 月にかけて
「新青年」紙上で、精武体育会の陳鉄生と魯迅の間で、火器が発達した世の中に、拳法を
学ぶ必要性があるのかという論争が起こった後、陳鉄生が精武体育会の成立 10 周年を記
念して、『精武本紀』という本を編集した際、陳鉄生に請われて序文を執筆し、伝統武術を
擁護したのも孫文であった17。上海精武体育総会の公式 HP上には、孫文から贈られた『尚
武精神』という書が掲げられ、孫文との関係性を訴えている。 
中国体育学上の論文では、本来、精武体操学校が作られた目的は、清朝に対する革命運
動の人材養成機関で、伝統拳法だけでなく、軍事教育も施し、卒業生を中国各地に派遣し、
革命運動を国内輸出する予定であり、精武体操学校の学生の中には、黄花崗起義に参加し
壮烈な死を遂げた者がいるとの記述18が存在する。 
 清末、身体強壮、心身鍛錬の為の体育団体が、清朝の治安維持能力が減退する中で、徐々
                                                   
16 2019年 2月 18日朝日新聞朝刊では、旧正月にあわせて公開された呉京主演の中国映画『流浪地球』
（地球消滅の危機に中国の宇宙開発専門家達が立ち向かうＳＦ巨編）のヒットを、『「中国が地球を救う」
映画大ヒット』の見出しで、「興行収入 1位に迫る勢い」「「自尊心刺激」の見方も」と報じている。 
17 張娟「孫中山的体育理念」（体育学刊 2009年第五期） 
18 韓錫曽「陳英士与体育」（湖州師専学報 1986年第二期） 
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に火器弾薬を備えた准軍事団体に変質し、1905年、既に上海には武装した「体育会」が五
団体存在していた19。中国史学会主編『中国近代史資料叢刊 辛亥革命（七）』（上海人民
出版社 2000年）には、「上海商団小史」という上海の 5組の体育会の成立から、陳其美が
上海の革命団体を率いて革命を成功させるまでの記録が収められているが、そこに、中国
体育学上では、1909年に陳其美によって創立されたとされる精武体操学校に関する記述は
見られない。 
 このような矛盾は、精武体育会が 1920 年代の国民党が進めた孫文の革命運動の顕彰に
寄り添い、「作られた」霍元甲像を利用しながら拡大化を進め、同時に、前身である精武体
操学校に遡って愛国や革命のイメージを付与することで権威付けを試みた結果ではないか
と推測する。 
『精武門』の中では、精武館の面々が陳真を巡って話し合いをする談話室の壁面に、孫
文の肖像画が掲げてあるが、精武体育会の拡大が、孫文の革命運動との関係性を強調しな
がら行われてきた影響が及んだもののようにも思える。元来の「東方病夫」から「東亜病
夫」へと変化して広まったことについて、前出の高嶋航は不明としていたが、孫文は 1904
年に発表された「中国問題之真解決」という著作の中で、「長期以来被認為是東亜病夫的中
国、自然而然地成為這様一塊用以満足欧洲野心的地方」と、「東方病夫」ではなく「東亜病
夫」という言葉を使っており、少なくとも『精武門』の中で、「東方病夫」ではなく「東亜
病夫」という言葉が使われた背景には孫文と精武体育会の関係が何らかの形で影響を及ぼ
しているのではないかと予測する。これについての論証は今後のテーマとしたい。 
 
（さかもと ひでゆき／千葉大学大学院人文社会科学研究科 博士後期課程） 
                                                   
19 朱英『辛亥革命時期新式商人社団研究』第四章「商団―清末商人的准武装組織」（華中師範大学出版社
2011年） 
